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鹿児島の動物46 毒ヘビ
動物担当 池 俊人

県内の陸地にすむヘビの中には，７種もの

毒ヘビがいることをご存知でしょうか。海に

いるウミヘビまで含めると，実に10種以上も

の毒ヘビが県内にいます。今回は，私たちが

注意をしないといけない，ヒトに重大な被害

を与える陸生の毒ヘビについて紹介します。

県本土と周辺の島にいる毒ヘビ

(1) ニホンマムシ

毒ヘビと

してよく知

られている

ヘビです。

全長は約60

cm と小さく
太短い体形

で，銭形模

様があるの

が特徴です。

(2) ヤマカガシ

2017年７月に，兵庫県の小学生がヤマカガ

シに咬まれ

て意識不明

の重体にな

りました。

幸い生命に

別状はあり

ませんでし

たが，この

報道でヤマ

カガシが毒ヘビであることを初めて知った方

も多かったと思います。

地域によって体色に違いがありますが，鹿

児島県では黒色と赤色の模様が目立つ個体が

多いようです。

奄美群島にいる毒ヘビ

(3) ハブ

奄美群島

にすみ，全

長２ｍ以上

にもなる大

型のヘビで

す。毒性・

攻撃性がと

もに高くて

非常に危険なヘビなので，注意が必要です。

ハブの頭部

(4) トカラハブ

吐噶喇列

島の宝島と

小宝島だけ

にすむ，全

長１ｍ以下

の小型のヘ

ビです。白

色の個体が

多いのです

が，一定の割合で黒色の個体もいます。毒が

弱いので，死亡例はこれまで出ていません。

(5) ヒメハブ

奄美群島

の水辺に多

い全長１ｍ

以下の小型

のヘビで，

主にカエル

類を食べま

す。毒が弱

いので，死

亡例はこれまで出ていません。

(6) その他

奄 美 群 島 の

水 辺 で よ く 見

ら れ る ガ ラ ス

ヒ バ ァ も 毒 ヘ

ビです。

奄 美 大 島 な

どにいるヒャンや

徳之島などにいる

ハイは，ともにコ

ブラ科なので猛毒

があります。しか

し，口が小さくて

おとなしい性質な

ので，ヒトに危害

を与えることはまずありません。ただし，毒

はとても強いので，見かけても手を出さない

ようにしましょう。

もし，これらの毒ヘビを見かけたら，静か

にその場から離れるようにしましょう。正確

な知識をもつことで，すべてのヘビをむやみ

に恐れることもなくなり，被害を防ぐことが

できるでしょう。
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ニホンマムシ

ヤマカガシの子供


